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高
い
状
況
で
す
（
表
１
）。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
人
口
に
占

め
る
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

の
割
合
が
23
年
で
50
・
４
％
と

半
分
を
超
え
て
お
り
、
今
後
も

増
加
す
る
見
通
し
で
す
。
85
歳

を
超
え
る
と
半
数
以
上
が
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
後

期
高
齢
者
が
多
く
な
れ
ば
介
護

が
必
要
に
な
る
リ
ス
ク
も
高
ま

り
、
認
定
率
を
押
し
上
げ
て
い

ま
す
。

認
定
率
が
20
％
に

高
齢
者
だ
け
の
世
帯
も
増
加

─
─
世
田
谷
区
の
高
齢
化
な
ど

の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

河
島　

平
成
24
年
４
月
１
日
現

在
の
人
口
は
84
万
２
３
２
３

人
、
高
齢
化
率
は
18
・
９
％

と
、
全
国
平
均
よ
り
も
低
い
の

で
す
。
一
方
、
要
介
護
認
定
率

は
23
年
度
末
で
19
・
７
％
、
24

年
度
の
速
報
値
で
20
・
０
％
と

　

サ
ー
ビ
ス
の
整
備
状
況
は
、

「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
」
に
モ
デ
ル
事
業

の
頃
か
ら
取
り
組
む
な
ど
比

較
的
充
実
し
て
お
り
、
積
極
的

に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

小
堀　

世
帯
単
位
で
み
る
と
、

高
齢
者
の
い
る
世
帯
で
は
、
約

３
分
の
１
が
一
人
暮
ら
し
、
３

分
の
１
以
上
が
高
齢
者
夫
婦
の

み
の
世
帯
。
老
老
介
護
の
世
帯

も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
高
齢

者
の
み
の
世
帯
は
も
っ
と
増
え

る
見
通
し
で
す
。

27
地
区
か
ら
４
地
区
を
選
び

包
括
に
全
面
的
に
委
託

─
─
介
護
予
防
強
化
推
進
事
業

に
参
加
し
た
理
由
は
。

河
島　

介
護
予
防
・
生
活
支
援

総
合
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
検

討
す
る
た
め
に
参
加
を
決
め
ま

し
た
。

小
堀　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
が

増
加
し
て
い
ま
す
し
、
そ
う
し

た
世
帯
の
買
物
や
家
事
な
ど
の

大
学
の
協
力
も
得
て

通
所
の
介
護
予
防
事
業
を
実
施

レ
ポ
ー
ト

生
活
支
援
を
互
助
・
共
助
で
支

え
る
こ
と
も
で
き
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
も
、
こ
の
事
業
を
通

し
て
検
証
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

─
─
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
事

業
を
進
め
て
い
る
の
で
す
か
。

河
島　

世
田
谷
区
で
は
日
常
生

活
圏
域
を
27
カ
所
設
定
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
圏
域
に
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
呼
称
「
あ
ん
し

ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
」
と
命

名
）
が
あ
り
、
社
会
福
祉
法
人

を
中
心
に
全
て
委
託
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
４
地
区
を
選
ん

で
介
護
予
防
強
化
推
進
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

─
─
対
象
地
区
は
ど
の
よ
う
に

選
択
さ
れ
た
の
で
す
か
。

河
島　

事
業
実
施
期
間
が
平
成

24
年
10
月
か
ら
１
年
半
程
度
と

短
い
こ
と
も
あ
り
、
従
来
か
ら

住
民
活
動
が
盛
ん
な
地
区
を
選

び
ま
し
た
（
表
２
）。

小
堀　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
は

特
性
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば

若
林
地
区
は
地
域
の
つ
な
が
り

■
世
田
谷
区
の
介
護
予
防
強
化
推
進
事
業

世
田
谷
区
地
域
福
祉
部
介
護
予
防
・
地
域
支
援
課  

課
長　

小
堀
由
祈
子
さ
ん

係
長　

河
島　

貴
子
さ
ん

　

介
護
予
防
強
化
推
進
事
業（
予
防
モ
デ
ル
事
業
）は
全
国
13
カ
所
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
の
一
つ
で
あ
る
世
田
谷
区
は
、
豊
富
な
社
会
資
源
を
活
用
し
て
同
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

後
は
、
制
度
改
正
の
方
向
を
見
据
え
つ
つ
、
介
護
予
防
強
化
推
進
事
業
で
得
た
成
果
を
基
に
平
成
26

年
度
か
ら
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
総
合
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
を
、
検
討
し
て
い
る
。
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が
強
く
、
３
・
11
以
降
、
地
区

内
の
町
会
等
様
々
な
機
関
が
参

加
し
て
防
災
訓
練
を
開
催
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
高
齢
者

宅
の
冷
蔵
庫
に
緊
急
時
の
連
絡

先
な
ど
を
記
し
た
「
命
の
バ
ト

ン
」
を
置
く
な
ど
、
独
自
の
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

池
尻
地
区
で
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
み
な
ら
ず
、

区
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
や

警
察
、
民
生
委
員
な
ど
も
交
え

て
、
地
域
で
の
困
り
ご
と
の
対

応
を
考
え
る
会
合
を
数
年
前
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

太
子
堂
地
区
は
、
大
学
が
あ

り
、
若
年
層
も
多
い
繁
華
街
で

す
。

　

奥
沢
地
区
は
、
閑
静
な
住
宅

地
で
、
高
齢
化
率
が
比
較
的
高

い
と
こ
ろ
で
、
高
齢
者
の
サ
ロ

ン
活
動
が
多
く
あ
り
ま
す
。

─
─
事
業
の
対
象
者
は
ど
の
よ

う
な
方
達
で
す
か
。

河
島　

事
業
の
対
象
者
は
、
認

定
を
受
け
て
な
い
高
齢
者
か
ら

要
介
護
２
ま
で
。
そ
の
中
の
Ａ

Ｄ
Ｌ
が
自
立
又
は
見
守
り
レ
ベ

ル
か
つ
日
常
生
活
に
支
援
が
必

要
で
あ
り
、
事
業
参
加
へ
の
同

意
が
得
ら
れ
た
高
齢
者
で
す
。

　

具
体
的
に
は
認
定
は
受
け
て

い
る
が
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
い

な
い
人
や
新
規
申
請
者
等
を
想

定
し
、
４
地
区
で
合
計
54
名
が

参
加
し
て
い
ま
す
（
介
入
群
）。

　

ま
た
、
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
を

使
わ
ず
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
、
介
入
群
と
同
様
に

定
期
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
受

け
て
い
た
だ
く
方
も
比
較
群
と

し
て
57
名
対
象
と
し
ま
し
た
。

介
入
群
、
比
較
群
と
も
に
４
地

区
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
均
等
の
人
数

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
訪
問
し

て
聞
き
取
り
調
査
で
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。
初
回
・
３

カ
月
後
・
半
年
後
・
１
年
後
と

定
期
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
毎
月
、
サ
ー
ビ
ス
検
討

会
を
開
催
し
、
区
と
地
域
包
括

表１　高齢化率・認定率の状況
世田谷区 全国（参考）

高齢化率 18.9% 24.1%

認 定 率 19.7% 17.3%

※�高齢化率は、世田谷区は平成24年４月１日
現在、全国は同年10月１日現在
※�認定率は、世田谷区、全国ともに23年度末

表２　介護予防強化推進事業の実施地区の特徴

地区名 総人口 65歳以上人口 高齢化率 地区の取り組みの特徴

池尻 21,867 3,682 16.8%

・ 民生委員、町会、警察、商店、社会福祉協議会、金融機関、
消防、介護保険事業者、学校、医療機関、地域包括支
援センターなどのメンバーが集まり、まちの困りごと
について話し合い、連携して解決することに取り組ん
でいる。

太子堂 22,193 3,724 16.8%
・ 閉じこもり防止や住民同士のつながりの再生を目指し

て、町会や民生委員が協力して、住民ボランティアの
運営によるお茶飲み会が開催されている。

若林 25,601 4,475 17.5%

・ 町会が災害時の見守り体制づくりに取り組むなどの住
民活動が行われており、地域包括支援センターがネッ
トワーク定例会に参加・協力している。

・ 区の調査研究で、学校と地域の連携が良く、女性の住
民力が高い地区とされた。

奥沢 20,864 4,724 22.6%

・ 社会交流の少ない高齢者の交流の場としてサロンを多
種、開催している。

・ 地域包括支援センターが入る建物内に地域住民が運営
する喫茶コーナーがある利点を活かし、既存の地域団
体と協力して地域づくりを進めている。

・区の調査研究で住民力が高い地区とされた。

※各地区の総人口・65歳以上人口・高齢化率は平成23年度末の状況

小堀さん
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イ
ス
シ
ー
ト
」「
個
別
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
票
」「
評
価
票
」
を
独

自
に
用
意
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
で
は
、
住

所
な
ど
の
本
人
の
基
本
情
報
や

家
族
構
成
、
緊
急
連
絡
先
、
主

治
医
、
既
往
歴
、
居
住
形
態
や

経
済
状
況
な
ど
の
生
活
状
況
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

　

個
別
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
票
は
、

▽
本
人
の
現
在
の
状
況
▽
本
人

の
意
向
▽
目
標
▽
利
用
サ
ー
ビ

ス
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
記
載
し
ま

す
。
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
を

１
カ
月
ご
と
の
カ
レ
ン
ダ
ー
形

式
で
記
入
し
、
一
目
で
わ
か
る

よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
参

加
者
本
人
に
も
お
渡
し
て
い
ま

す
。

　

評
価
票
は
、
目
標
達
成
状
況

や
今
後
の
援
助
の
方
針
を
定
期

的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
時
に
記
載

し
ま
す
。
ま
た
、
直
近
２
週
間

に
お
け
る
「
明
る
く
、
楽
し
い

気
分
で
過
ご
し
た
」「
意
欲
的

で
、
活
動
的
に
過
ご
し
た
」
な

ど
の
気
分
や
日
常
生
活
の
満
足

度
な
ど
５
項
目
を
６
段
階
で
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

各
地
区
で
特
色

既
存
の
社
会
資
源
を
活
用

─
─
こ
の
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
特
徴
は
。

河
島　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ

い
て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
以

外
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介

し
、
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み

合
わ
せ
て
、
日
常
生
活
を
支
援

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
理
学
療

法
士
・
管
理
栄
養
士
の
専
門
職

も
参
加
し
、
介
入
群
の
対
象
者

に
つ
い
て
支
援
内
容
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

独
自
の
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト

な
ど
も
活
用

─
─
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
で
工
夫

さ
れ
て
い
る
点
は
。

河
島　

国
が
示
し
た
ア
セ
ス
メ

ン
ト
票
で
は
、
本
人
の
基
本
属

性
や
Ａ
Ｄ
Ｌ
、
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
な
ど

を
確
認
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、そ
れ
に
加
え
て「
フ
ェ

表３　世田谷区の地域資源

河島さん

名　称 区内の実施数 実施主体 内　容モデル地区内
の数（再掲）

ふれあいいきいき
サロン・ミニデイ

サロン608ヵ所
※子育てサロン含む
ミニデイ81ヵ所

58ヵ所

７ヵ所

区民（社会福
祉協議会が補
助金にて支援）

区民の代表が自宅もし
くは区内施設で行う気
軽に集える場
ミニデイは食事を提供

高齢者クラブ
100団体
会員数11,462人

９団体 区民
60歳以上の区民が会
員となり、体操やカラ
オケなどの活動を行う

公共施設利用案内
システム登録

登録施設
・集会施設96ヵ所
・登録団体数

23,225件

10ヵ所 区民等

区民の公共施設の利便
性向上と促進を図るた
めに導入されたシステ
ムで、団体登録は構成
員が５人以上で半数が
区内在住、在勤者

介護予防の
自主グループ

50グループ ６グループ 区民

地域包括支援センター
やNPOが立ち上げた
介護予防を目的とした
自主グループ

その他 ・シルバー人材センター　１ヵ所　・区内の大学数　13校　・民生委員定数　622人
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し
て
い
ま
す
。　

　

世
田
谷
区
は
元
々
、
住
民
に

よ
る
サ
ロ
ン
や
ミ
ニ
デ
イ
活
動

な
ど
が
盛
ん
で
す
（
表
３
）。

　

区
の
事
業
で
新
た
に
つ
く
る

と
い
う
よ
り
は
既
存
の
社
会
資

源
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
が

大
事
で
し
た
。
支
援
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
特
性
を
踏
ま
え
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
企
画
し
ま
し

た
（
表
４
）。

　

各
セ
ン
タ
ー
も
手
探
り
で
、

地
域
住
民
と
話
し
合
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
資
源
を
改
め
て
探

し
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

事
業
開
始
当
初
は
毎
月
、
セ
ン

タ
ー
職
員
と
検
討
を
重
ね
、
進

め
て
き
ま
し
た
。

─
─
通
所
の
事
業
で
は
送
迎
等

は
行
っ
て
い
ま
す
か
。

河
島　

原
則
と
し
て
徒
歩
か
公

共
交
通
機
関
で
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

小
堀　

色
々
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ

る
か
ら
こ
そ
利
用
者
の
参
加
も

促
進
さ
れ
ま
す
。
杖
を
つ
い
て

で
も
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
押
し
て

で
も
徒
歩
10
分
圏
内
で
出
か
け

ら
れ
る
場
所
の
確
保
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
な
ど
の
訪
問
で

効
果
が
上
が
る

─
─
訪
問
指
導
も
行
っ
て
い
ま

す
ね
。

河
島　

４
地
区
と
も
に
、
理
学

療
法
士
な
ど
の
リ
ハ
専
門
職
や

管
理
栄
養
士
に
よ
る
訪
問
指
導

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
専
門
職

は
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
確
保
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
訪
問
の
頻
度
は
対
象
者
に

も
よ
り
ま
す
が
、初
回
に
必
ず
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

と
共
に
訪
問
し
、
そ
の
後
は
理

学
療
法
士
な
ど
が
単
独
で
訪
問

表４　各地区におけるサービス・支援の特徴

太子堂地区 ●多彩な介護予防プログラムを用意
　地区内にある大学の部屋を借りて、週１回（１回２時間）の介護予防プログラムを

24年11月から開始。地域住民や学生ボランティアなどの協力も得て、体操や脳トレー

ニング、認知症に関する学習会、絵手紙教室、ヨガなど多彩なメニューを用意。既存

の地区サロンに講師などで来ている方なども協力している。

　自己負担は１回100円で、１回の参加は約20人。地理的に近い、池尻・若林両地区

の対象者も参加している。

池尻地区 ●買物支援を実施
　地域包括支援センターの委託を受ける社会福祉法人のデイサービスの送迎用車を活

用して買物を支援。平成25年２月から開始。ガソリン代などの費用として１回300円

を自己負担してもらう。車の乗り降りで不安があったり、スーパー内で支援が必要な場

合は、ボランティアが支援する。

若林地区 ●喫茶店でおしゃべり
　地域包括支援センターが商店街の中にあり、もともと、普段からつながりがあった強

みを活かし、喫茶店の協力を得て月に２回、おしゃべりを楽しむ場をつくった。１回

300円で飲み物とお菓子が出される。住民のボランティアが話し相手など運営に協力し

ている。１回６～７人が参加している。25年５月から開始した。

奥沢地区 ●筋力アップ教室を開催
　地域包括支援センターが併設されているデイサービスに勤務する理学療法士が協力
し「筋力アップ教室」を開催。同地区の地域包括支援センターでは、区民センターや

地区会館など体操教室等を開催できる拠点を調査。そこを中心に徒歩10分圏内（片道）

にそうした拠点がないエリアで、町会会館を借りた。25年２月から週１回（90分）、３

カ月間を１クールとして期限を区切って行った。
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す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

小
堀　

理
学
療
法
士
は
住
環
境

を
整
え
る
こ
と
や
日
常
生
活
の

動
き
方
の
工
夫
を
指
導
し
た
り

し
ま
す
。
管
理
栄
養
士
に
よ
る

栄
養
改
善
の
指
導
を
受
け
て
、

状
態
が
改
善
し
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
今
回
の
専
門
職
の
訪

問
は
、
自
立
支
援
を
考
え
て

生
活
改
善
の
視
点
で
入
る
こ
と

が
、
従
来
の
医
療
や
介
護
で
訪

問
す
る
場
合
と
違
い
ま
す
。

河
島　

理
学
療
法
士
な
ど
が
予

防
的
に
早
期
に
関
わ
る
の
は
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

─
─
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
効

果
が
上
が
り
ま
し
た
か
。

河
島　

杖
を
利
用
し
て
歩
い
て

い
て
も
、
そ
の
杖
が
身
体
に

合
っ
て
な
い
の
に
無
理
を
し

て
歩
い
て
膝
を
悪
く
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
理

学
療
法
士
が
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
こ
と
で
身
体
に
合
っ
た

杖
を
適
切
に
使
え
る
よ
う
に
な

り
、
以
前
よ
り
も
無
理
な
く
歩

け
る
よ
う
に
な
っ
た
事
例
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

栄
養
も
同
様
で
す
。
た
と
え

ば
若
い
こ
ろ
太
っ
て
い
て
油
の

摂
取
を
避
け
て
い
た
け
れ
ど
、

高
齢
に
な
る
と
状
態
が
変
わ
り

ま
す
。
管
理
栄
養
士
が
訪
問
し

て
、
料
理
を
し
て
い
る
か
、
ど

う
い
う
食
材
を
使
っ
て
い
る
か

等
を
確
認
し
栄
養
摂
取
の
説
明

を
す
る
こ
と
で
食
生
活
が
改
善

し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

認
定
の
更
新
申
請
で
は
、
介

入
群
よ
り
も
比
較
群
で
悪
化
し

た
方
が
多
少
、み
ら
れ
ま
し
た
。

介
入
群
の
改
善
や
、
比
較
群
と

の
比
較
に
よ
る
詳
細
な
分
析
は

今
後
、
実
施
し
ま
す
。

─
─
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
こ
の
事
業
を
通
じ
て
各

セ
ン
タ
ー
に
は
ど
の
よ
う
な
変

化
が
あ
り
ま
し
た
か
。

河
島　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
、
地
区
内
の
資

源
を
再
度
洗
い
出
し
、
活
用
可

能
な
資
源
を
工
夫
し
て
つ
な
ぐ

こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
メ
ニ
ュ
ー
の
創
設
が
可
能
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

サ
ー
ビ
ス
検
討
会
や
専
門
職
の

訪
問
で
他
職
種
と
サ
ー
ビ
ス
を

検
討
す
る
こ
と
で
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
視
点
が
養
わ
れ
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
あ
り
き
で
は
な

く
、地
域
の
資
源
を
活
用
し
て
、

い
か
に
個
々
の
状
態
に
あ
っ
た

支
援
を
組
み
立
て
る
か
と
い
う

こ
と
を
通
し
て
、
職
員
の
意
識

が
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

─
─
訪
問
に
よ
る
生
活
支
援
の

利
用
希
望
に
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
で
す
か
。

河
島　

対
象
者
は
、
基
本
的
に

は
、
自
宅
に
お
け
る
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
無
く
と
も
生

活
が
継
続
で
き
て
い
ま
す
。
必

要
な
場
合
は
、
従
来
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
で
実
施
し
て
い
る

住
民
に
よ
る
有
償
の
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

─
─
生
活
支
援
の
充
実
で
は
、

近
隣
住
民
に
よ
る
助
け
合
い
の

強
化
も
目
指
し
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
。

河
島　

生
活
支
援
に
つ
い
て
、

今
回
の
事
業
で
は
一
部
で
は
買

物
支
援
を
行
い
ま
し
た
が
、
も

う
少
し
幅
広
い
取
り
組
み
が
な

け
れ
ば
介
護
保
険
の
利
用
者
を

移
行
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
地
域
住
民
の
助

け
合
い
で
「
こ
の
人
だ
か
ら
行

く
」「
こ
の
人
だ
か
ら
来
て
ほ

し
い
」
と
な
っ
て
は
困
る
わ
け

で
す
。
事
業
と
し
て
の
仕
組
み

作
り
は
課
題
で
す
。

小
堀　

都
会
で
は
、
長
い
年
月

を
か
け
て
培
わ
れ
た
地
縁
は
少

な
い
の
で
、
突
然
、
あ
ま
り
関

係
が
深
く
な
い
人
が
訪
問
し
て

も
、
何
か
を
お
願
い
し
よ
う
と

い
う
方
は
そ
う
そ
う
い
な
い
で

し
ょ
う
。
ま
ず
は
居
場
所
づ
く

り
を
行
い
、
そ
こ
に
出
向
い
て

い
た
だ
き
、
そ
こ
で
人
間
関
係

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

�

写
真
／
竹
林
尚
哉

太子堂地区の介護予防
プログラムに通所する
参加者が折った折り紙
を手に笑顔が広がる。


